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る (Vaughan39) 0 英国では、 1820年代サミュエル・パーマーを中心にしてケント州































とんど知られていなかった (Cooper[1980J : 215) 0 ダーリーは、政府にドイツ人商
人のゲオルグ・アダーズが所有する初期北方芸術のコレクションの購入をすすめたが、




CCopper [1980J : 202，209) 0 
その起因としてまずあげられるのは、 1836年にフランスで出版されたアレクシス





















そのものを高めようとしたのだ、った(たとえば、Darley[March 28， 1846J : 326-28， [April 
25， 1846J : 430-31. Cooper口980J: 213-4， 218) 0彼は、このテイストの劣化のj京IlSlは、
当時の物質主義や功利主義の影響により、芸術の神秘性や精神性が忘れ去られたこと
によるものだと述べ、プリミテイヴ芸術の神秘性を称えたリオの見解を擁護し、物質

















をひろげる O 絵の天国のありょうのなかでわれわれはみずからを忘れる (D訂ley






るような顔に見られる善良の至福を鑑賞者に示しながら (Darley[November 25， 
1837J : 863) 0 
ダーリーにとって「道徳的、心的な美点は技術に勝り、精神性は肉感性に勝る」ので
あり、芸術は、「詩的」で「倫理的」でなければならず、 f感情、想像力、感覚、情念
の現れjを訴えるものでなければならなかった (Darley[December 8， 1838J : 875) 0 
こうしたダーリーの見方に明らかなように、プリミテイヴ芸術は、物質的なものを否
定して非物質的な芸術に向かう精神的、宗教的なアピールと神秘性を称えられて迎え
られた。その芸術は「初期キリスト教芸術 (ear1yChristian art) J、芸術家は「純粋
主義者 (Purist)Jと呼ばれるようになり、芸術の評1iIJj(evaluation) よりも芸術が喚














公開され、多くの人がその展覧会を訪れた (Correゆondence1.43.2， note 1) 0 
イーストレイクは、イタリア派遣の研究成果を f油彩画史のための資料.jMateriaお
lor a History 01α1 Painting (1847) として出版し、メリフィールド夫人はチェン
ニーノ・チェンニーニの 14世紀の著作IlLibro dell' Arteを翻訳した (1844)0 ま
た、ラスキンのプリミテイヴ芸術の画家を扱った『現代画家論jM odern Painters第
2巻(1846)、リンゼイ卿の『キリスト教芸術史の素描jSketches01 the History 01 
Christian Art (1847)、ジェミスンの『初期イタリア画家の回想録jMemoirs01 Early 





































図1 Wil1iam Dyce， The Madonnα 
and Child (1845) キャンパ































なっていた (Bullen23) 0 カトリックないしは「後退Jを警戒する人びとにとっては、
中世は迷信と無知の時代であり、中世主義でいわれたような信仰の時代ではなかった



































































(Connelly 6-7) 0 このようなヨーロツノfのtl点によるプリミテイヴなるものの名付け
については、ウィリアム・ルービンらが1984年ニューヨークの現代美術鉛 (MOMA)




























































なければならない。J(Jones 16) 50 これは「真にプリミテイブ芸術を評価した初期の














しているのかを知る主たる鍵としてみなされるようになった (Evett87) 0 
ラファエル前派兄弟 I~jî におけるプリミテイヴイズム 107 
このような子供時代の肯定化は、子供を大人の~ì:~~こよって汚されていない無垢で、想















である O つまり「他者」がヨーロッパ側 (1自己・主体J)の失ったものを表象しうる



































(Warner 1)0 だが、 1848年当時ナショナル・ギャラリーに所蔵されていたラファエッ
ロ以前のイタリア人画家の作品は、フランセスコ・フランチアのく聖アンナ祭壇〉
(1511-17 ; 1841年所蔵)、 G.ベリーニのくレオナルド・ロレダン総督)>(1501-2; 1844 
年所蔵)やロレンツォ・モナコのく聖ベネデット祭壇〉の左翼と右翼 (1407-9; 1848 
年7月所蔵)などの限られたものだ、った。これらの作品は、 f奇異なものjとして収








ている (Corresρondence1.48.10) 0 リストは4クラスに分けられており、最上位の人
には三つ星、以下二つ星、一つ星がつけられ、 4番目は無印である O ハントが自著 fラ
ファエル前派主義とラブアエル前派兄弟由jPre-Raphaelitismand the Pre-RaPhaelite 
ラファエル前派兄弟聞におけるプリミティヴイズム 109 
図 2 Carlo Lasinio， Engraving after the fresco by Benozzo Gozzoli， Le 
Nozze di Rebecca， e d'Isacco， plate XXVIII in Pittμreαfresco del 









































主題にしたく聖アグネス祭の前夜:>The Flight 01 Madeline and POrJうhy1"oduring the 
Drunkenness Attending the Revel1"Y [The Eve 01 St Agnes} (1848， retouched 1858，キャ































材にしたく慈悲なき乙女>LaBele Dame Sans Merci (1848ペン、セピア、鉛筆、 28
x 14.6cm，他人， S.32) を、ハントはシエリーの詩“Ginevrイを題材にしたく死の床
への一歩>OneSt，ψto the Deathbed (1848， Cat. D18， 23，ペンとインデイアンインク，
18.7 x 27.9cm，ニューヘヴン， Yale Center for British Art)を提出した。それらのスケッ
チには、兄弟団の様式上の共通点となる「緊張したぎこちないナイーヴなスタイル」



















(3) 過去への回帰(中世主義)、 (4) 精ネIÞ'I~~ を重視した「集合的なアイデンテイテイ
(corporate identity) Jを掲げたことが挙げられている (Morowitzand Vaughan 6， 8)0 
ラファエル前派兄弟団もこれらの点を共有する O 彼らは男 7名のグループであり、
P.R.B.の1各字を用いることを決-め、当時の支配的な権力から攻撃されるのを恐れて、










































に入り込んでしまったという (Hunt1.135-37) 0 こうした慣習がその後のアカデミー
の芸術的な規範となり、ロセッティによれば、「似たり寄ったりのj作品がflJI作され




(Hunt 1.132) 0 このようなハントの言葉は、彼がラスキンの『現代語家論j第1巻(1843)、
第2巻(1846)を読んだ影響が大きい。ハントは 1847年友人からその書を借りて読み、
翌年2月にミレイにラスキンの主張がいかに彼の心を揺さぶったのかについて話して
















































第2巻の執筆中、初期芸術の聖性を唱えたリオの影響を受けており (Cooper[1981J : 
430)、第 l巻で強調したような細部ではなく、むしろ彼らの「神聖な仕上げJ(divine 
finish) を称えている(同ゐrks4.137) 0 そこでは、ラスキンは、彼らと自然を意図的
に結びつけてはいない。アレン・ステイリーはラスキンにとって両者の結合はむしろ
































は、頻繁に指摘される点である O この共存はいかにして可能になったのか、 1850年
前後の言-説を辿ってみよう O



















ミテイヴ芸術の認識に大きな変化を与えたのだ、った (Bendiner11) 0 ここから非リア
リズムの見本だ、ったプリミティヴな芸術が、リアリズムの芸術として評せられるよう


























































































































かの最大)という近視眼的視点にも速なるものだった (Smith[2004aJ 16) 0 また地
質学や地理学によって自然の非有機的な要素(地層や石など)にも時倒的、歴史的変
化をたどるようになったことから、パースペクテイヴとH寺聞が結ばれるようにもなっ
た (Smith[2004aJ 19) 0 この石のなかに人類の歴史をたどる「提n食J的見方は、 19
世紀半ばに、 rl当然に覆われている屋外 (pleinair)の感覚だけでなく、こうした経
験の内臓感覚的な性質を特定の環境の歴史との関連において伝える新しい戦1告を探す
ための中心的な見方」になった (Smith[2004aJ 19) 0 ラスキンが細部を強調したのも、
自然を永遠に変化するものとして捉えたのも、このような背景があるO 距離や空間よ
りも、前景のモノ、その形の表面を観察し、記録し、強調することが重要になったの














ないのか」と記している (TheGerm 61) 0 アリソン・スミスは、この記述に、ラフア
エル前派主義のゴールが素朴さではなく、確実性ないしは正統性にあったと指摘する





摘されている (Smith[2004aJ 14) 0 
このような内的かっ外的リアリズムを求めて「自然jを描くことを包的にしたラファ
エルïW?)~兄弟団を結成後、ハント、ミレイ、ロセッティが最初に出 l話した作 1111i が 12、
くリエンツイ)>Rienzi 防wingto Obtain jiμstice lor the Death 01 His ぬungBrothe1~ 
Slain in a Skirmおhbetween the Colonna and Orsini Factions (1848-49， retouched 1886， 
Cat. 61，図 3)、くイザベラ)>Isabella (1848-49，図4)、く聖母マリアの少女|時代::>The














i羽3 William Holman司unt，Rienzi Vowing to Obtain 
Justice lor the Death 01 HおおungBm ther， 
Slain inαSkirmish between the Colonna and 
Orsini Factions (1848-49， retouched 1886).キャ












指摘する (Smith[2004b] 9) 0 
そのリパイパルを支えたのは、
図4J ohn Everett Millais， IsabelLα(1848-49) .キャン












の資料J(1847) 第 1巻である O この巻は、ブ
ランドル派に焦点をあてたもので、イーストレ
イクは白地の使用を特徴として挙げた (Smith





図 5 Dante Gabriel Russetti， The 
Girlhood 0/ Mary Virgin (1849). 
キャンパスに油彩， 83.2 x 65.4 
cm，ロンドン，テイト・ブリテン
たO これには、イーストレイクによるゲーテの f色彩論』の翻訳 (1840)の影響も指
摘されている O ゲーテもまた下地が明るく鮮やかになればなるほど、色彩も輝くよう






























用いていない (Hackneyet a1. 62)。ハントは、湿った白地を、特に身体ないしは肌の
描写に用いているO 彼らは「混合されていない、細かい平行線を引くような筆づかいJ
で皮膚の描写をしたが、この手法はまだ下震に粘着性があったことから可能であった
のかもしれないと、ハックニーらは述べている (Hackneyet al. 62) 0 この筆づかいは、
ミレイの考案によるものであり、油彩画の手法というよりも水彩画の手法に類似して
いた。平行線を描く筆づかいは、皮膚の斑点を模倣したもので、注意深く筆がひとつ






















で下塗りした (Scott1.250) 0 
ロセッティがチョークを用いなかったという点に関しては、ラファエル前派はT.絵に
チャコールないしは先を尖らせた柔らかい鉛筆を用いていたので、ロセッティも下絵
にそれらを用いていたのだろう O 彼は入念な下絵を描いている (Ridgeet a1. 83) 0 ラ
ファエル前派がチャコールを使用したのは、白地には白いチョークによるドローイン
グは不向きだ、ったからだ。チャコールは 1850年代以降使われるようになったが、こ




の細部の色彩とフォルムを画定するためであった (Hackneyet a1. 53) 0 ロセッテイの
作品で、も、細部はあらかじめ決められた場所に描かれ、彩色に関しても重ねづけされ







































ている o Darley口uly3， 1841J : 509 ; Prettejohn 151) 0 この彩色法は、 (6)屋外で対
象を直接キャンパスに描くという手法とも関連していた(これにより、下絵を描く段
階を省略した [Smith[2004bJ 15J) 0 この手法を用いたミレイとハントは、アカデミー
の教えとは逆に、先に風景を描いた後、スタジオで人物を描いた。このJII~序は、チェ
ンニーニが記した 14世紀のテンペラ画家の手法に倣ったものだったが、屋外での描
写の失敗を考えてのことでもあった (Hackneyet al. 68) 0 この結果、屋外の太陽光で























第 l巻から題材をとり、 14世紀イタリアを舞台にしたくリエンツイ〉である O 描か
れているのは、リエンツィの弟コーラ・デイ・リエンツイが、敵のオルシーニ家と
の小戦の最中に、自分の一族のコロンナ家によって誤って殺された場面である o 1849 






の激しさのなかへと飛ぶように入っていったのだ、った (Bronkhurst[1984J 67) 0 
ハントは、ラファエル前派兄弟屈を設立した時期かその直後の 1848年8月か9月に
















光そのものが照らし出す輝かしさを伴って描き出そう」とする (Hunt1.91) 0 これは、
自然をありのままに、細部にわたって描くというラスキンの主張を実践することにほ
かならない。ハントは1847年には、〈聖アグネス祭の前夜〉の後の作品は、リット
ンの小説を題材にしたくリエンツイ〉にすることを決めていた (Hunt1.l04) 0 その
絵は、「慣習的なドグマを拒否する原理を実行し、どんなに前景や背景の一部分がっ
つましいものであっても、個々の点において直接自然に専念して描くという原理を追







が茂る木はハムステッドで描いた (Hunt1.111-12) 0 人物の衣装、鎧、遠景の建物に
関しては、調査の時間を要したという O ハントは盾と槍を調べるためにロンドン塔に
も行っている (Hunt1.115) 0 
この作品の制作仁iヨに、ハントはミレイと自然に専心することが当時の芸術 (modern
art)を純化する手段だということを話しあい (Hunt1.112)、またロセッティとはスタ





るという点からも考えている (Hunt1.54， 132) 0 つまり、彼らのラファエッロ以前と
いうのは、あくまで自然への専心を意味したのであり、理想化した中世ではない。彼
らがカンポ・サントの銅板酒(図 2)を繰り返し見て、確認したのは、「無尽蔵な自然

















であるO 左後方の丘には、子供を抱く母の姿も見える O このピエタの様式に関して、
M.ウオーナーは 18、ハントが1841年にナショナル・ギャラリーを最初に訪問した際
に見たフランチアのくピエタ)>Pieta (c.1511-17，木に油彩， 94 x 184.5cm，ロンドン，ナ
ラファエル前派兄弟聞におけるプリミティヴイズム 12ヲ
ショナル・ギャラリー 1841年購入)に描かれたキリストの身体と、〈リエンツイ〉







































まう改宗したブリトン人の家族>AConveァtedB1〆itishFmnily Shelteηng a Christian 
pηest from the Persecution of the Druids， 1850，キャンパスに油彩， 111 x 141cm，オク
スフォード，アシュモリアン美術館， Cat. 63、くプロテウスから シルヴイアを救うヴア


















































かれている (Benett69， Codell [1991J : 52-53) 0 右端に立つ給仕は、建築家のライトかR.





































まず、空間的な歪みとして、不自然な形のテーブルが目を引くだろう o L.オー モ
ンドは、ミレイの次作〈両親の家のキリスト)>Cll7プ'stin the House 01 His Parents [The 

















たラインが強調されている (Prettejohn32) 0 その直線的なラインは、手前の兄のまっ












































[1991J : 61 )。だが、恋人たち、給仕、グレイハンドは、近接して描かれており、ミ
レイは骨相学を用いて階級やジ、エンダーの差異を強調しつつ、男と女、上層階級と下








Athenaeum [1849J : 575 ; Codell [2001J 131に引用)。
一方、別の評者の自には「モダン・プリミテイヴjとして映った (Warner4) 0 じっ
さい、ミレイは、ナショナル・ギャラリーにあるロレンツオ・モナコの祭壇の右翼に











らせるjと述べ (LiteraηGazette[June 9， 1849J : 433 ; Bennett 69)、fアート・ジャー
ナルJは、この作品を「初期フィレンツェ派の感覚のなかにある純粋な熱望を示す
点でミレイの以前の作品の様式とは異なっている。jと記したのだ、った (ArtJournal 













と述べている (Prettejohn33) 0 ミレイは、全体を等しく綿部にわたって搭き、人物
の表情や仕草を描き分けて、絵を見る人に特定の人物だけでなく、一人ひとりを注視
するように要請した (Prettejohn31) 0 この点で、プレティジョンは、くイザベラ〉
を f新しい芸術様式であるだけでなく、新しい見方を鮮やかに具体的に示した言明」










































































でにその未来の物語を予期させている O じっさい、翌年の 1月、ロセッティは受胎
告知の場面を描くべくスケッチを始め、 12月には油彩画〈見よ!われは主のはした女



































GAUDIAと、人物の光輪に記されたラテン名S.Maria， S.V， S.Anna. S. Ioachimus 
のように、ラテン諾を用いることはカトリックよりの国教会の用法だった (Grieve
[1973J 6， 10) 0 さらに、この作品はもともとは祭壇画にみられるようなアーチ型をし




と論じている (Warner4) 0 ロセッテイのマリア崇拝は、 1847年に書いた詩Mater
Pulchrae Delectionisと同年のソネット「初期ドイツの受給告知画に寄せるJ(“For 
An Annunciation， Early German") にすでに顕著になっていた(だだし、同時期
ゲーテの『ファウストjのグレートヘンを題材にした作品 [Faust:Gretchen and 
Mψhistoρheles in the Church， ]uly 1848，ペンとインク， 27.3 x 21cm，個人蔵， S.34， p1.









みにあわせた画題のなかに花瓶を搭きいれたのだという (Ridgeet a1. 82) 0 しかし、
ロセッティが渋々と描いた花瓶、そして欄干、その上の燭台に、アール・ヌーヴォー
の研究者R シュムッツラーは、世紀末に出現するアール・ヌーヴォーの前史の始ま





してみている (Schmutzler[1955J 115) 0 
このような日用品のデザインをふくめてデザインの改革が唱えられたのは、 1851
年のロンドン万国博覧会のときだ、った。アルフ・ボエは、博覧会で明らかになったイ





















































げるあらゆる細部が、みずからの場所をもっている o (¥=1=1 ¥1各)作i弘の誠実さと真
撃さは、われわれに、フイレンツェの修道士画家が作り上げる際の感情を強く思









たものとして最も成功した作品jと評した(“TheHyde Park Gallery，" AバJournal11















































彼らのマテリアリズムは身体とモノとの相互交渉を問題にしている O ミルは、 f人関









































































































といえる (Prettejohn20， 2) 0 この相違は、壁にかかるラファエッロの二枚の聖母子














































































(Corres戸ondencel.43.2) 0 F. M.ブラウンは翌年の第二回コンペティションに参加したが、賞は
逃した。ダーリーは、英国におけるプレスコ画制作に注意を促している (Dar1ey[September 















6 rプリミテイヴ」という形容詞、そして「子供のような (child-like)Jr1!既垢な (innocent)J r真
撃な (earnest)J r誠実な (sincere)J r素朴な (naive)Jといった形容詞は、ヨーロッパの初期
芸術に関しては 1830年代までは使用されなかったが、 1840年代、 50年代にきわめて普通に用
いられるようになった (Copper[1980J : 209)。
7 ラファエル前派が見た可‘能性のある複製画が掲載された書物として、C.Lasinio's PitU1匂
a fresco del Campo Santo di Pisa (1812)， Seroux d'Agincourt's Histoire de l'art par les 
11'lOnUmens 1810・23)，Giovanni Rosini's Storia dela戸ittumitaliana (1839). William Young 
Ottley/s The Itahαη Schools 01 Design (1823) and A Collection 01 Fac・-similes01 SCa7'ce and 
Curious Prints (1826)， G. Lasinio's Le treρorte del Battistero di San Giovannni di Firenze (1821) • 
Anna]ameson/s MemoI1's 01EαめIt，αlian1αinters (1845)等が挙げられている (Copper[1980J 
422，注35)









品は、 TheSeeds and Fruits of English Poetry， James Bamford， Oure Ladye of Saturday Night 

















た (Cooper[1981] : 431)。
12 ラファエル前派兄弟団設立後の最初の作品は、ミレイのくウィリアム・ヒュー・フェン〉












時期について 1848年4月と記すいっぽう (Hunt1.104)、1848年8月か9月とも記している O








らも fプリミティヴJな作品を「未熟Jとみなしていたことがわかる (Hunt1.133) 0 
150 J [] 
18 ハントはR.A.スクールズ時代のみずからにとって重要な絵画で、また学生が模倣すべ
き絵酒として、先述のフランチア、ヴァン・エイクの〈アルノルフイニ夫妻の肖像)>(The 
Arnoifini Portrait， 1434，オークに油彩， 82.2 x 60cm，ロンドン，ナショナル・ギャラリー， 1842 
年購入)といったラファエッロ以前の絵画を挙げている (Hunt1. 54)。
19 ハントは、ラスキンがヴェネツイア派を最高位に位置づけたのに対して、今日まで優位性
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